






掲 示 板

基 研 研 究 会 公 募

｢分子結晶における相転移と分子運動｣

上記研究会を下記のようを内容で 7月 2,_5,4日に 基所で開 く予定です O関

心をお持ちの方の参加菅期待致 します｡参加希望の方は 5月 20日までに ,京

都大学理学部化学教室山本常信まで宿舎希望の有無を含めて御連絡下さい ｡ そ

の際話題をお持 ちの方はその内容を簡単にお書 き下さV'O

予算が限 られてお りますので,お呼び出来 る方々の決定は世話人にお任せ頂

きたV'と思います O夜分,衝意見等がありました らお聞かせ下 さV'｡
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分子間力のaniscitrQPicpar七が塾葵夜間皆の統計力学的研究は連れて い

たが ,近年 ,分子絵晶を舞台として研究が進め られつつある｡分子結晶を扱 う

のは,V,lうまで もをく分子6-)回転連動に按 erlisoもropicir)teractior)が

essentialであ 少,一方実敵の髄から嬢分子鮭晶につ いて の熱測定 や 分光

学的測定等によるデータが蓄榛されているか らであそL,.分子鮭晶では,多重健

相互作用 ,valence force,dispersioD foroeさらに水素鮭合をどを具

終始に個々の分子絶品に即して取 り扱 う必要が あJh,さらに量子効果の大 きい

ものから古典力学的に扱えるものまで多瞭㍉にわた り,.相転移 と分子運動の研 究

対象 として興味深いものが多 くある｡

例えは ,簡単のために回転の邑由度に限って も

(1) 回転の自由度による相転移の啓論按,従来の相転移の嘩論に新しい一面 を
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掲 示 板

つけ加えることがで き,

(2) 分子の dynamics とい う点では ,相転移点以下における回転 自由度の秩

序状静での excitationの本性を解明することによ り,格子力学に対 して

新 しV,一面を導入で きる｡

この析究会で は今 まで 行わ れて きた研究を総括 し,吹-の展望を論ずる

ことを目的 とす る｡

具 体的疎慶 としては今回は

(1) 水素,メタンなどの簡単 を分子か ら孜る分子鮭晶

(2) ハ ロゲン化 アンモニウム

(3う ハ ロゲン化水素

等における相転移 と分子運動を対象 とする.

東京教育大学応用物理学教室数官公募

当教室では,下記 匠より教官 1名を公募致 します ｡適任者の推薦及び希望者

の応募 をお蔽い致します o

1. ポ ス ト 助教授叉は講師

2. 専 門 分 野 敬体物性理論 (出来れば実巌 と話の通じる方を希望 しま

す ｡ )

当教室及び物軽学教室には,現在 ,次の ような物性埠幹担

保の スタッフがお り,密接 を協力のもとで ,掛究 を行って

お ります.

教 授 戸田盛和 , 沢田克郎 , 富野文彦

勘敏 捷 小寺武康･, 宗田敏雄

助 ･事 大沢健部 , 高田 急

5. 必 賢 妻 顛 履 歴 書

論文 リス ト及び主要論文別刷
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掲 示 板

推薦 の歩合は推薦書

4･ 締 切 り 昭和 4.5年 5月 51日

5. 宛 先 東京都文京区オ塚 5- 29-1

東京教育大学野学部応用物琴学科主任
*

沢 田 克 郎

東京都茸大学野営部物理学教書公募

下記に より公募 を致 します . 適任者の推薦 ,希望者の応募をお願い致 します o

1. 公募人員

2. 専門分野

5. 着任時期

4. 公募舘切

5, 提出書顛

記

教授 1名,助教授 1宕

韓 に指定し夜vlo (観申出に よb当教室の.}-ンバ～と研究 分

野aT:ll)ス トをお送 りします . )

決定後怒るべ く早V'障簸

昭私 45年 5月 20日 (水)

抑 推薦の場合

推薦書 (健康に駄する所見を含む),略歴,主要業講葉 リ

ス ト,で きれば主要論文別劇

画 応募の唆合

履歴書 ,研究業績 1)ス t,主要論文別励 , 健康診 断番 ,

研究計画裏芸び抱負

6. 挺 出 先 東京都位 置谷区深沢町 2- 1- 1 (〒158)

東京都立大学理学部物聾学教室

主 任 岡 中 天
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掲 示 故

1970年 5月 5日

基 研 教 官 公 募

京都大学基挺物耳学研究所

所 長 落 川 秀 樹

今回,基礎物理学研究所で次の様 に教官 を募集致 します ｡ 希望者 の応募 ,逮

任者の推薦 をお 頗 い致 します｡

l 教 程 1名

(11 任 期 5± 2年

(2) 専門分野 ｢広 い意味での素数子論｣

(3) 挺 担書弊 (イ) 応募の場合 虜歴書 ,発表論文 リス ト

(射 締 切

t5) 選考磯節

(6) 宛 先

(ロ) 推薦の場合 推薦書 ,略旋

1970年 6月 10日 (水)必着

基節運営委員会 (6月末的健予定)

京都市左京区北白川追分町

京都大学基礎物軽挙研究所

敏 郎

(封筒の表に｢教音公募書類在中｣と明記 して下 さい ｡ )

丑 助 手 5名

仙 専門分野及び任期

① ｢広vl意味での素粒子論｣ 任期 5±1.5年 1名

㊥ ｢広V'意味での物性論｣ 任期 5± 1.5年 1名

③ ｢広 vl意味での素粒子論｣又は ｢広 vl意味での物性論 ｣
栄)

任期 1年 (但し,1970年 9月 1日～ 1971年 8月 51日)

米 米)

(2) 提出書類

1名

(Jf) 応募 の場合 履歴書 .研究歴 ,発表論文 リス ト,

就任した歩合の研究計画,

主論文以上各 2適
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(3) 締 切

(4,1 選考磯熊

i5) 宛 先

(ロ) 推薦の場合 推薦書 ,略歴

1970年 5月 10日 (日)必着

基研連署 委員会

京都市左衰区北 白川追分町

窟都大学基礎物理学研究所

牧 二 郎 叉は 橡 だ 博 嗣

(封筒の蓑に ｢助手公募書類在 中｣ と明記 して下 さvl . )

米 ) ③は休職 中の助手の空 きポス トですか ら,この任期は変更で きませ

ん｡

米 米 ) ①又は㊥ の希望者の うち,いか75:る場.倉に も③ にまわされること密

希望 しない方は ,一その旨明記 して下 さvl.

尚,ここでい う ｢広い意味での素粒子論｣ とは,素粒 子論 ･原子核理論 ･宇

宙線理論及びその周辺 をさします o ｢広V'意味での物性論｣ とは統計物療学 ･

固 経論 ･生物物理 をどを′さします .

ユ ー ス

O 名大 44年度 M.C.卒論 (物性的係の分のみ)

氏 名 研究室

石 川 正 勝 琴 論

末

恒

弘

1

俊

正

確

新

井

田

本

ノ

青

大

橋

瀬

実

実

実

生扮物理
(理論)

静 文 好 日

バン ド電 子系のス ピン fluc七uationと

その効果

Laろ_Ⅹ AIGdxの比熱

F･eRh合金 dl穆磁 気共鳴に よる研究

La5_ⅩGTd女Alでの骸 スピン格子線和時

間への磁性不解物効果

費状 ポ 7)エソの 7T電子系の集団運動 と

Hartree-Fock方程式の解の不安定性
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こ .1- ス ･プ V プ 1)y t･案 内

o 名大 44年度 D.C.卒論 (物性駄係のみ)

氏 名 研究室 -論 文 題 目

佐 椋 稔 雄 電子繰回析 厚vl結晶性試料の電子鋲徴鏡 の コン ナラス

ト

中 井 靖 男 電子線回折 訴料の厚 さに依存する菊地線 コン トラス ト

の反転

人の うこき.

本 間 重 雄 氏 (京大 ･基研)

4月 1日より名大 ･工 ･応物 ･中野研に助手として赴任

谷 憲 輔 氏 (京大 ･理化)

4月 1日 Harwell 大学より帰国

プ レプ リン ト案 内

〔東大 ･久保研〕

0tdentificaもion of Tracks of Super-Heavy CosmicRays in

plastics 一(p.B.Price,R.i.Fleischer,andG.丑.Nichols)

oComPOSitio‡〕ofCosmicRays ofAtomic Number12 も0 50

(P.B.Price,D.工.Peterson,R.L.Fleischer,C.0【ceallai一宮h,

I).0-suiliva.rl,and A.Thompsonl

oCan PulsarMassesfieDetermined? rP.Suもherland,

G.Baym,C.Petbick,and D.Pines)

oSoft Ferroelectric,Mc･des in Lead Titanate

tG.lshirane,J.D.Axe,a.nd J.Harada)

Q Spin Correlation andEnt,ropy (H.F･alk)

oThermod.ynamicBehavior ofaModelHamilもonian for a

MiXture ofHeS and He4 rT.Soda,K.Sawada and

T.Nagata)

oCorrelation Factor in Su'bstitutionalDiffusion in Binary

Alloys rR.Kikucbi)
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プレプ リン ト案 内

o Cor)°ept of theLoI〕.g-RangeOrder i王〕Percolation 王)roblems

(R.Kikucbi)

o Self-Consistent TreatmeEも ofArderson Model and Magr?etic

Susceptibilitv (fI.Ma正ada 盈od F.Takano)

o Self-Co三つSisteIコt Treatment Of 七heWolf-MoriyaModel

(Fumiaki Shibaもa arld Hiroshi も′生a皿ada)

oSupercc)nductiveProperties of the 琵Ⅹcito｡ic =nSulator

(R.hTi.Parmenもer and W.A.FienSOn)▲

o Phonor!Side 王∋ands,Multipho‡〕C･n Relaxation Cさf Excited

Sもates and Phonon Assisもed 互;nergy Transfer between EoI38

in Solids (Tor.uMiyakaw･a and I)･L･.T)exもer)

0 Cooperative ar!d LC3もepwise ExcitaもiOr).OfLumir!esceIユ･3e:

Trivalent R･areEarth Ions in YbS+- sensitized Crystals

(Toru Miyakawa aエコdC.i.Dexter)

〔名大 ･理〕

o Scaling The>C'ry for もheKo工〕do ar3d O工!e-Dimensional Zsing

Models (P.W.Andersen,G.Yuval and 工).R.Hamamn

o TheAnatomy rjf'theRondo Problem Ⅰ.Seoond Order and

Bare LadderApproximatio.nB (A.D.ALlattuck and

C.Y.Cbeung)

o TheAnatomy Of もheKond｡ Problem B.Self-consistently

Clotbed Lad.derApproximatioI) rC.Y.Cheung and

R.D.Mattuck)

o B･reakdowr: of もheWeak Field Theory in the"Paraconlductir享g

Region (J.P.Hurault and a.Maki)

oHigh Field Surface TiTnPe雨 riC.e OfDirty Type一正 SupeTCOrid-
ucもors in もheVorteX Sta一七e (ft.D.姐cCo工)rlell,P.Monceau

and Ka21umiMakュ)
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プ Vプ リン ト案内

〔日大 ･理工〕

oAcousもic =nsもabilities of a Beam of =nteI〕Sive Transverse

WaveB in Plasma (Ⅴ.G.Makhan-kov and V.N.Tsytovich)

o The Low F.requency Echo Oscillations in No王ユequilibriu皿

Plasma (Ⅴ.N.Pavlenko)

o On CcLrrelations of the Turf,ulen+uPulse.tioIコS in Plasma

(Ⅴ.G.MakhanTkov and V.N.Tsytovich)

o Theory of NuclearSpin Polarization by 工)irect Current

in Semicor7-a_uctors (PeerEffec一七).I.Effective ‡⊃arameter

Approximaもion (Ⅴ.P.KalaLqhnikov)

o Theory of Nuclear SpinPole_rizatiorTlヒy I)irectCurrent

in tSlemiconductors (Peer Effect). 丑.Fokker-Plank

ApproxiⅡation rⅤ.P.Kalashn′ikov)

o GeneraliBed Rotons in an E11ioもt TypeModel

(.LT-.N.Mikhailov aIつd 耳∴Nadjakov)

oNonequilitlrium Sもa一tistica1 Operators and quasi-Averages

in 七heThee-ry of =rreversible Processes

(工.N.Zubarev)

○ =工VeStiga.七ion of the Surfa_ce SHF･-Resist,ance clf the

Second_Type Supercor3,ductors (N.B.Rubin,A.A.Sabaev,

Yu.I.SmimOV,I.S∴Khukhareva and V.G.Shabratov)

oElectronic and SpinExciもations in Antiferrodielectric

and MagneticMomerits ofOptical Transitions

(冗.G.Pe†･rprn

oEigerlfunctic3nS Of a Singular =ntegra1 0Derator

(R.T.Denchevl

oOn the Reaction Torque and the Ot;liqueRoもatQrはod_el for

Pulsars rM.ZmotO and M.Kar]ai)
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｢訂 正 ｣

物性研究 5月号 の昨年 10月中旬､の液 体金属研究会報告の一つ ｢液 体金属の

電 子スペグtJVの解析的モデJv計算｣に誤 りがありますので,ここK.訂正させ

ていただ きます O

即ち,最後のホール係数の計算は前に求めた電子の自己エネ/レギーの計算結

果を用V'て,Ward m entityからcurrenも VerteXを求めて得た結果で

すが,後にこれでは末だゲージ不変性の要求を満足 してい覆いことが解 りまし

たので,ホール係数の項は誤 りですO

以上,訂正してお詫び致 します O

九大瑠 末 略 章 生
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編 集 後 記

前編集長の米沢 さんか ら,この仕事を引 き継いで ,ほは一年 に在 りました .

この間,いろいろな特集記事や研究会報告等の企画に,京都編集員 ,各 地編集

員の方々の協力vlただき,物性研究の新 しい特徴が多少 とも認め られるよ うに

なったのでは をいか と‥腎っ ています O

協力V,ただいた と書 いた ものの,実際は編集員の人々が主 体になって企画や

尿稿依頼 をやって下さった訳で,′J､生は集まった原稿 菅印刷所 に渡 すたけだっ

た よう夜気か しまず O

先月号 の編集後記 に ｢"最近の紙面は編集部 よりの一方的弾 し付けの感があ

ら "との意 見が あ りました O｣とV,う内容があ りま したが ,当観象甑では ,企

画に-対す る読者鈷氏の反応に期待 している次稀 をので,特集記事や研究会奪告,

編集方針等に対す る皆 さんの活発孜意見が欲 しい ところです O

今年度 も昨年 に教 らず ｢物性研究 ｣を愛読 されん事 を希望す る次発ですO

(S.冒.)

物 性 研 究

第 14巻 第 1号
1970年 4月 20日発行

発行人 松 田 博 嗣
京都市左京区北 白川追分町

京 都大学 漁 川記 念館 内

印刷所 昭 和 堂 印 刷 所
京都市上京区上長者町室町西入

TEL(441日659(431)4789
発行所 物性研究刊行会

京 都市左京区北白川追分町

京 都 大学湯 川記念館 内
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員の方々の協力vlただき,物性研究の新 しい特徴が多少 とも認め られるよ うに

なったのでは をいか と‥腎っ ています O

協力V,ただいた と書 いた ものの,実際は編集員の人々が主 体になって企画や

尿稿依頼 をやって下さった訳で,′J､生は集まった原稿 菅印刷所 に渡 すたけだっ

た よう夜気か しまず O

先月号 の編集後記 に ｢"最近の紙面は編集部 よりの一方的弾 し付けの感があ

ら "との意 見が あ りました O｣とV,う内容があ りま したが ,当観象甑では ,企

画に-対す る読者鈷氏の反応に期待 している次稀 をので,特集記事や研究会奪告,

編集方針等に対す る皆 さんの活発孜意見が欲 しい ところです O

今年度 も昨年 に教 らず ｢物性研究 ｣を愛読 されん事 を希望す る次発ですO

(S.冒.)
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